
1992年出上の木簡

京
苧

勝

龍
寺

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
長
岡
京
市
勝
竜
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
五
月
を

一
九
八
九
年

（平
と
こ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
の
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
岩
崎
　
誠

・
坂
田
孝
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
三
〓
一九
年
ぞ

一
五
八
二
年
頃

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

勝
龍
寺
城
は
、
山
城
三
大
河
川
の
木
津
川

・
宇
治
川

・
桂
川
の
合
流
点
の
北

約
二

・
五
血
に
あ
る
。
立
地
は
北
か
ら
の
び
る
段
丘
の
先
端
部
に
位
置
し
、
標

高

一
三

・
五
ｍ
前
後
を
測
る
。

当
城
の
始
ま
り
は
、
南
北
朝
期

の
暦
応
二
年

（
一
一一一一一一九
）
に
細

川
頼
春

。
師
氏
が
築
城
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
長
禄
元
年

酬

（
一
四
五
七
）
以
前
に
畠
山
義
就

囮

が
乙
訓
郡
代
役
所
と
し
て
築
城

望●鯨

し
た
と
す
る
説
も
あ
り
、
初
現

は
明
確
で
な
い
。
応
仁
の
乱
で

も
度
々
文
献
に
登
場
し
、
西
軍
畠
山
義
就
の
支
配
下
に
あ

っ
た
。　
三
ハ
世
紀
中

ご
ろ
に
は
三
好
三
人
衆
の
一
人
岩
成
主
税
友
道
の
居
城
と
な
っ
て
い
た
が
、
永

禄
三
年

（
一
五
六
〇
）
に
織
田
信
長
の
支
配
下
と
な
り
細
川
藤
孝
が
城
主
と
な
っ

た
。
藤
孝
は
元
亀
二
年

（
一
五
七
こ

に
勝
龍
寺
城
を
再
整
備
し
た
。
し
か
し
天

正
九
年

（
一
五
八
こ

に
藤
孝
は
官
津
城
に
移
り
、
翌
年
出
崎
の
戦
い
で
明
智
光

秀
軍
の
処
点
と
し
て
使
わ
れ
た
が
落
城
し
た
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
勝
龍
寺
城
本
九

・
沼
田
九
の
公
園
整
備
に
伴
い
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
細
川
藤
孝
再
建
時
の
上
塁
石
垣
や
建
物
礎
石
、
石
組
井
戸
、

門
、
本
丸
や
沼
田
丸
を
囲
む
堀
、
本
丸
内
に
築
か
れ
た
堀
や
そ
れ
を
渡
る
た
め

の
橋
脚
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
に
は
、　
正
ハ
世
紀
後
半
の
上
師
器
、

陶
磁
器
、
瓦
、
木
器
、
漆
器
、
金
属
器
、
墨
書
土
器
、
瓦
製
土
管
や
、
石
垣
に

組
み
込
ま
れ
た
石
造
物
類
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
の
出
上
し
た
遺
構
は
、
本
九
内
に
掘
ら
れ
た
四
基
の
石
組
井
戸
の
一
つ

Ｓ
Ｅ
Ｏ
八
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
か
ら
は
、
曲
物
底
板
や
木
片
、
土
師
器
皿
、
国

産
陶
器
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
し
た
土
器
類
か
ら

一
六
世
紀
後
半
の
藤

孝
居
城
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
井
戸
と
考
え
ら
れ
、
木
衛
も
同
時
期
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。
木
筒
は
、
こ
こ
に
報
告
す
る

一
点
だ
け
で
あ

っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞μも
×
含
∀
慕
霞

下
端
面
と
右
側
辺
は
切
り
技
法
に
よ
り
整
形
さ
れ
て
い
る
。
左
側
辺
と
上
部



墨書土器実測図

:工黍

本街実測図

は
欠
損
し
て
い
る
。
板
材
は
厚
さ
二
皿
か
ら
四
剛
の
板
目
材
を
用
い
て
い
る
。

そ
の
片
面
に
、
直
線
と
円
状
の
墨
痕
が
み
ら
れ
る
が
、
意
味
は
不
明
で
あ
る
。

本
九
の
一
六
世
紀
遺
物
包
含
層
か
ら
出
上
し
た
墨
書
土
器
に
も
、
意
味
不
明
の

記
号
を
描
い
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
上
器
も
木
簡
同
様
に
、
あ
る
規
則
性
を
も

っ
て
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
落
書
き
と
い
う
よ
り

も
、
呪
文
か
そ
れ
に
類
す
る
呪
術

・
祭
祀
に
使
用
し
た
際
に
描
か
れ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

②
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「勝
龍
寺
城
発
掘
調
査
報
告
」
翁
長
岡

京
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
六
　
一
九
九
一
年
）

（岩
崎
　
誠
）




